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【年通号数】公開・登録公報2017-037
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【国際特許分類】
   Ａ４７Ｊ  31/44     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年9月21日(2018.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飲料調製機（１０１）上にドッキングすることができ、泡立てられたミルクの調製のた
めの器具（２）であって、前記飲料調製機によって生成される蒸気のための接続部と、入
口側でミルク供給導管および空気供給路に接続されるギヤポンプ（７）を有するミルク泡
立ユニット（５）とを備え、前記ギヤポンプを動作させるために前記飲料調製機から供給
される電流のためのインターフェイス（９８）、および前記ギヤポンプによって送給され
るミルクの通路上の混合ノズル（７９）によって特徴づけられ、前記ミルク、前記蒸気、
および前記空気は、前記混合ノズル（７９）に供給することができる、器具。
【請求項２】
　前記混合ノズル（７９）の設計は、前記接続部から流入する蒸気が吸引効果を達成し、
空気がこの吸引効果のために前記混合ノズル内に吸引されるように行なわれる、請求項１
に記載の器具。
【請求項３】
　前記混合ノズルへの空気供給路はバルブ（８８）を備え、それは、流入蒸気を与えられ
、前記混合ノズルにおける真空のため、自動的に開き、前記真空はこの流入蒸気により形
成され、前記吸引効果を達成する、請求項２に記載の器具。
【請求項４】
　前記バルブ（８８）はダックビルバルブである、請求項３に記載の器具。
【請求項５】
　前記接続部から流入する蒸気が、前記混合ノズルに流れ込むミルクに作用する吸引効果
を達成するように、前記混合ノズル（７９）は設計される、請求項１～４のいずれか１つ
に記載の器具。
【請求項６】
　前記混合ノズル（７９）は、前記ミルクの流れ方向において前記ギヤポンプ（７）の下
流に配置される、請求項１～５のいずれか１つに記載の器具。
【請求項７】
　前記混合ノズルは、ミルク泡沫出口（２８）の直接上に配置され、その出口を通して、
前記泡立てられたミルクが前記器具から出る、請求項６に記載の器具。
【請求項８】
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　前記ギヤポンプへの前記空気供給路は選択的にこれを閉じるために手段を設けられる、
請求項１～７のいずれか１つに記載の器具。
【請求項９】
　前記空気供給路の前記選択的な閉鎖のための前記手段は活性化可能なバルブユニット（
２０）を備え、その空気は、さらに、前記バルブユニット（２０）を介して前記混合ノズ
ル（７９）に供給することができる、請求項８に記載の器具。
【請求項１０】
　前記ギヤポンプを有するミルク泡立ユニット（５）を備え、前記ミルク泡立ユニット（
５）はハウジング（１１、１４、１６）を備え、それによってギヤポンプチャンバが形成
され、前記チャンバは封止部（２１）によって底部に画定され、前記封止部は、吸引され
たミルクのための少なくとも１つのバルブ開口（４２）を有する連続的な物体として設計
される、請求項１～９のいずれか１つに記載の器具。
【請求項１１】
　前記飲料調製機によって送給される水および／または蒸気のためのさらなる接続部を備
え、流れ方向における前記ギヤポンプ（７）の上流の位置への導管（３２）が、このさら
なる接続部から至る、請求項１～１０のいずれか１つに記載の器具。
【請求項１２】
　ミルクを受けるための容器（３）、および前記ギヤポンプ（７）を伴うミルク泡立ユニ
ット（５）を備え、前記ミルク泡立ユニット（５）および前記容器（３）は、それらの外
形に関して、互いに一致され、前記ミルク泡立ユニットを、前記容器（３）上に、これを
閉鎖する態様で配置することができるようにされる、請求項１～１１のいずれか１つに記
載の器具。
【請求項１３】
　前記容器上（３）に配置された前記ミルク泡立ユニット（５）上に、および直接前記容
器（３）上に適合する蓋を備える、請求項１２に記載の器具。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれか１つに記載の器具、および前記器具をその上に結合すること
ができる飲料調製機を備える、飲料調製システム。
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